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  令和 5（2023）年度京都市大学のまち交流センターの管理 

及び事業に係る事業報告書 

 

１ 管理及び事業の実施 

（１）講義、演習、会議等のための施設の提供事業に係る業務    

京都市大学のまち交流センター（キャンパスプラザ京都）（以下「施設」という。）の円滑な管理

運営と施設利用者の利便性の向上に努めるため、受付窓口は午前 8 時 30 分から午後 9 時 30 分ま

で（予約は午前 9時から午後 7時まで受付）、業務委託するスタッフ（3名以上）を配置し、また、

施設の管理に関する知識と経験を有する常勤職員 1 名とともに、利用に必要な案内業務や利用に

伴うサポートを行っている。なお、令和元（2019）年度から委託業者が変更となったため、定期連

絡会以外にも随時意見交換を行い、円滑な管理運営を行えるよう連携を図っている。また、公金収

納受託事務の効率化を図るため、令和元（2019）年 10月から料金精算機による徴収に切り替えた。 

さらに、令和 2（2020）年 5月には全館に無線 LAN環境（eduroam対応）を整備し、利用者サー

ビスの更なる向上を図った。 

施設の利用案内を掲載するホームページでは、施設の空き状況を確認し、電話により施設予約が

できるサービスを提供することで施設の利用総稼働率の向上を図るほか、エントランスホールに

設置した意見箱や、財団ホームページのお問い合わせフォーム、2年毎に実施の窓口サービスアン

ケートにより施設利用者ニーズ等の把握に努めた。 

 

①受付・窓口案内業務  

受付では、施設利用の予約申込、使用許可申請書、使用許可取消申出書等の処理を行うとともに、

機器の貸し出しや施設案内等のサポートを行った。施設等の使用許可については、使用許可申請書

等に基づき、使用内容等を審査の上、使用の許可を文書で通知している。また、京都市が適当と認

めた 6 階の大学院等共同サテライト講習室使用者に対しても、必要に応じて窓口対応や講師控室

の運営等を行った。 

   使用料の徴収及び納入事務については、使用料の徴収額等を京都市会計規則に定められている

所定の帳票を作成し京都市へ報告するとともに、徴収した使用料は、京都市指定金融機関に払い込

むまでの間、安全な方法により保管を行った。また、使用料の後納、還付、減額又は免除に係る事

務手続と併せて、施設の利用状況及び使用料の収入状況等について資料作成を行った。その他、電

話による問い合わせや施設視察にも対応した。 

 

②「学生 Place+」の代行受付業務 

学生活動の支援を目的に、平成 22（2010）年度に施設１階の情報交流プラザに設けられた「学

生 Place+（がくせいプラス）」で、学生に対して無料の会議スペース等の提供などを行っており、

学生 Place+のコーディネーターが常勤していない時間帯については、学生 Place+の受付代行を担

っているが、平成 29（2017）年度よりその時間帯を午前 9時から午後 4時まで拡大した。（従前の

受付代行時間帯は午前 9時から午後 2時まで。） 

 

（２）大学に関する情報の収集及び提供事業に係る業務  

施設１階のエントランスでは、当財団に加盟する大学・短期大学の大学案内誌等が閲覧できる大

学情報コーナーや公開講座などの生涯学習情報や入試ガイドが閲覧できるコーナーを常設するこ

とで財団加盟の大学・短期大学の情報を常時発信し、広報機能を担っている。さらに、全館に無線

LAN環境（eduroam対応）を整備し、大学の情報等を収集しやすくするため環境を充実させている。

また、財団ホームページにおいて、学生や市民、施設利用者等がより分かり易く、かつ容易に情報

を取得できるよう努めるとともに、より効果的な情報発信に向け、Facebook などの SNS も活用し
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ながら広報機能の強化に取り組んだ。 

 

（３） 大学と産業界、地域社会等の協力による豊かな地域社会の形成に資する調査及び研究並び

に人材育成事業に係る業務  

① 生涯学習事業（京カレッジ） 

財団では、平成 9（1997）年度から財団加盟校による単位互換制度への提供科目を活用し、大学

の正規科目を一般市民に開放する生涯学習事業「シティーカレッジ」を開講してきた。平成 19（2007）

年度には、過去 10年間の総括と「団塊の世代」の一斉退職等に伴う生涯学習事業のニーズの高ま

りを踏まえ、シティーカレッジを大学連携型コミュニティーカレッジ「京（みやこ）カレッジ」と

して改編を図った。 

京カレッジでは、「大学講義（科目等履修生・聴講生としての受け入れ）」に加え、平成 24（2012）

年度から「市民教養講座(健康・芸術・文化など幅広く学べる講座)」「キャリアアップ講座（多様

な語学、資格取得対策など実学が充実した講座）」「京都力養成コース(フィールドワークを交え、

京都をより深く学べる講座)」を 4つの分野で実施し、平成 28（2016）年度より、市民ニーズを見

直し「市民教養講座」の中に語学・資格系講座を含め、またより特色化を図るため「京都力養成コ

ース」と新たに「教養力養成コース」を設けて「大学講義」とあわせた 4分野に再編した。また、

平成 28（2016）年度より、増加傾向にあるシニア層の京カレッジ生他市民を対象に加盟校の生涯

学習講座等の広報も目的に含めた「大学リレー講座」を開講した。令和 4年度には、働きながら学

ぼうとする現役世代を中心とした多様な年齢層に対する学びの機会として「リカレント教育プロ

グラム」を開講し、京カレッジは現在 5分野で展開している。 

  

■事業実績 

   令和 5年度（2023年度）の京カレッジは、27大学・短期大学・機関から 168科目の提供があっ

た。提供科目数は減少した一方で、出願者実数・受講許可者数は前年度と比較し１割以上増加した。 

科目提供大学数 提供科目数 出願科目数 出願者実数 

出願者延べ数 

受講許可者 

２５大学、２機関 １６８科目 ８２科目 １，００３人 

１，３６９人 

９６８人 

   「大学リレー講座」（事前申込無・無料）は、11大学・12講座（昨年度 10大学・10講座）が提

供され、実施した。1講座あたり平均 110名程度（昨年度 130名程度）が受講し、各大学の生涯学

習受講者の拡大につなげていくことを目的として実施している。 

京都力養成コース「京都学講座」は、令和 5年度（2023年度）で 23回目となるが、令和 2年度

（2020 年度）より感染症対策のために定員 500 名から 260 名に削減して実施していたが、令和 5

年度（2023年度）より定員 400名とした。基本講座 10回を実施し、その他に実地講座、特別講座

を行った。 

 

■事業推進体制 

   事業実施にあたっては、以下の通り、企画検討・連携促進について委員会及び事務担当者連絡会

議を設置した。 

・教育事業企画検討委員会（単位互換・京カレッジ他の運営に係る各種審議・決定） 

・京都学企画検討委員会（財団が主催する京都学講座の企画検討） 

・リカレント教育企画検討委員会（財団が主催するリカレント教育プログラムの企画検討） 

②情報ネットワーク事業 

情報ネットワーク事業は、大学のまち京都の魅力の発信を強化する目的で設定され、主に 2つの

取組を行っている。 



3 

 

1点目は、これまでの加盟校における地域連携の取組紹介ページ「まちづくり事例集」をより充

実させ、令和元（2019）年 4月からリニューアルした「がくまちステーション」ページの運営で、

加盟校が地域と連携・協働して取り組んでいる活動等、地域連携に係る様々な情報を発信している。 

2点目は、京都市大学のまち交流センター（キャンパスプラザ京都）の施設利用情報ページを含

む大学コンソーシアム京都ウェブサイトに関わる取組である。 

本事業予算はウェブサイトの日常的なメンテナンスに充当し、サイトの質向上やユーザーフレ

ンドリーな運用を継続して行い、財団事業の更なる周知を図っている。 

 

（４） 施設の維持管理業務  

①保安警備業務   

施設内の秩序を維持し、事故、盗難・破壊等の犯罪及び火災等の災害発生を警戒・防止し、財産

保全を図るとともに利用者の安全を守るため、保安警備業務を適切に行った。 

具体的には、施設全体の保全を目的とした 24時間体制の警備には機械警備を導入し、その警備

範囲や機械警備機能を具体的に定め、各業務の提供条件に応じて防犯、火災監視、非常通報、設備

監視、設備制御の 5つの業務について業務委託で行った。 

日々の施設内における火災、盗難、駐車場監視及び不良諸行為等の予防については、午前 8時か

ら午後 10 時まで、必要な警備員を配置し、1 日に 8回、施設内を巡回している。また、駐車場の

監視、駐車場利用者の応対並びに機械式駐車装置の操作についても警備員がこれにあたっている。

また、施設の各所に防犯カメラを設置し、利用客の安全性の向上を図っている。 

 

②清掃及び廃棄物処理業務 

常に施設内を清潔に保ち、施設利用者が快適に過ごせる環境を維持するため、適切な清掃を行え

る業者に業務委託している。施設内で発生する廃棄物はゴミ置場に集積し、紙類、塵芥類等を適正

に処分した。 

施設内の清掃は、日々の清掃と定期清掃に大別し、日々の清掃については清潔かつ美観を維持す

るよう常時清掃に努め、著しい汚れがあった場合にはこまめに清掃を行った。清掃時間は午前 8時

から午後 10時までとし、施設内ホールや各会議室、和室については優先的に使用前、使用後に清

掃を行った。また、定期清掃については、半年に１回から１ヵ月に 1回、床を中心に洗浄・ワック

ス維持等、機械にて清掃した。また、外窓ガラスは 2ヵ月に１回実施した。 

施設内で発生する廃棄物は、毎日１回、施設内ゴミ置場に集積した紙類、塵芥類等を午前 6時か

ら午前 9時の間で業者が回収している。施設内にある自動販売機等からの空き缶・空ビン類、ペッ

トボトル、金属類等、ガラス類、陶磁器片、プラスチック類等の分別を要するゴミの収集は毎週月

曜日に業者が回収し、処理については空き缶・空ビン類、ペットボトル、ガラス類、陶磁器片、金

属類等に区分され、リサイクルされている。また、平成 28（2016）年度より廃プラスチック・雑が

みの分別の徹底を図るため、新たに回収ボックスを配置する等、ゴミの減量に向けた取組を継続し、

可燃ごみの排出量削減に努めた。 

 

③施設・設備の維持管理業務 

建物、設備等の安全の確保及び適切な管理運営のために、建物の維持管理については施設を日々

点検し、美観の維持に努め、特に仕上げ材の浮き、ひび割れ、はがれ、汚れ、かび等の発生がない

状態を維持し、軽微な不具合については速やかに修繕を行った。なお、大規模な修繕や施設の機能

に多大な影響を及ぼす場合は、事前に京都市と協議相談の上、適切な管理運営を行っている。 

設備の保守管理については、専有部分における設備（給排水設備、空調設備、昇降機設備等、電

気保安規定に基づく測定点検）の保守として日常点検、法定点検、定期点検等を行った。また、設

備機器に異常を発見した場合には、被害を防止するために応急措置や適切な機能停止を行ってい
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る。設備の保守業務については、設備管理業務全般を遂行するために必要な専門技術者を配置し、

維持管理を行った。なお、竣工から 20年が経過し、建物、設備とも更新や大規模な修繕が必要な

箇所が認められるため、平成 28（2016）年度に長期修繕計画を作成し、中長期的な視点に立って

優先順位を付けながら、京都市と協議相談の上、修繕を実施することとしている。 

 

④情報・ＡＶ設備に関する業務 

情報・ＡＶ設備に関する業務は、日常の円滑な管理運営が行えるよう午前 8 時 30 分から午後 9

時 30分まで、業務委託により最低１名の常駐者を従事させて管理にあたっている。 

施設内の情報設備及びＡＶ設備の管理運用業務については、業務委託を行い、施設内のネットワ

ーク及びクライアントの円滑な管理運営を行った。具体的にはシステム（DNS、Mail、DHCP、WWW等）

の機能、ログ、バージョン、障害等の設定、管理、対応、情報機能（パソコン）、周辺機器（キー

ボード等）、ネットワーク機器（ルータ等）の構成管理及び日常の保持、保守作業を行い、日常の

障害を未然に防止するように努め、障害発生時には復旧作業を行った。また、ソフトウェア及び PC

管理の運営では、ヘルプデスクの役割を果たした。 

ＡＶ設備の管理運営としては、遠隔講義システム及びＡＶ機器管理、情報表示装置、マイク設備

等の構成管理及び日常の保持、保守を行った。遠隔講義システムを円滑に使用するため、施設利用

者と事前打合せ及び事前の接続テストを行った。 

 

⑤植栽管理業務  

敷地内の植栽樹木等について、美観及び衛生において良好な状態に保つため、必要な措置を講じ

た。具体的な業務は、専門的技術を有する業者が管理業務を行っている。 

 

⑥備品等管理業務 

京都市から貸与された物品については、京都市から提供される備品リストに基づき適切に管理

するとともに、指定管理委託料で購入した物品については、公益財団法人大学コンソーシアム京都

会計規程及び会計規程細則に則り適切に管理している。 

 

※ 参考   

業務委託の実施 

・清掃委託          毎日、定期清掃 月 1回～年 6回、特別清掃年 2回 

・一般廃棄物・ごみ収集    週 6回 

・警備業務          毎日午前 8時～午後 10時  3人 

・開館日：午前 9時～午後 5時→3名、午前 8時～9時・午後 5時～10時→2名 

・閉館日：午前 9時～午後 5時→1名以上 

・閑散期：（年間 10日前後 GW/お盆/荒天時など）午前 8時～午後 10時→2名 

・機械警備業務        毎日 24時間 

・建物設備等管理業務     常駐 設備保守管理等 

・空調用設備保守       年 23回点検(10機種) 

・昇降機設備保守       月 1回 

・受変電設備保守       月 1回 

・電子交換システム      月 1回 

・ゴンドラ装置保守      年 6回、性能検査年 1回 

・機械式駐車場保守      年 4回 

・映像音響機器保守      年 2回 

・駐車場料金徴収機械保守   年 2回 

・情報・AV機器保守      常駐 最低 1名 

・植栽管理       月 1回入替 

 ・竹中庭園緑化契約内容 
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   除草作業：6月・9月頃（年 2回） 

   薬剤散布作業：6月頃・8～9月頃（年 2回） 

   剪定作業：8～9月頃（年 1回） 

   施肥作業：1～2月頃（年 1回） 

・床マット          2週１回程度交換 

・排煙窓オペレータ装置保守  3年 1回 

 

２ その他の計画  

（１）利用者ニーズの把握方法  

   加盟大学からの要望は、理事会、評議員会、運営委員会等でその把握に努めた。施設に対する問

い合わせや要望等は受付窓口で対応するほか、常設の意見箱や財団ホームページのお問い合わせ

フォームによる電子メールで受け付けている。また、平成 14（2002）年度から 2 年ごとに実施す

る「京都市市民応対窓口サービス評価制度」のアンケートや、京カレッジ出願者や京都学講座受講

生へのアンケートによっても把握に努めている。 

また、加盟校からのニーズは、理事会、評議員会、運営委員会等の機関会議に加え、適時実施す

る加盟校へのヒアリング調査において把握に努めている。加えて、財団の次期中期計画の策定に係

るヒアリング（令和 4 年 7～8月実施）の際にも意見交換を行った。 

 

（２）利用者ニーズのサービスへの反映方法 

   施設に対する要望等については、対応可能な内容については速やかに着手し、窓口サービスの

質の改善と向上を図っている。使用料や開館時間についての要望等については、京都市との定例会

議等で連絡調整を行うこととしている。 

   財団主催事業についてアンケートでいただいた要望等については、その内容を分析し、次回の講

座やイベントに反映し、運営方法及び内容の改善を行うなどサービスの向上を図っている。 

 

（３）サービスの外部評価及び自己評価の取組 

   当財団には、サービスも含め、経営状況、事業内容等について外部から評価を受ける機会は、京

都市の出資団体としての包括外部監査、及び内閣府による立入検査がある。 

   自己評価については、財団内の各種機関会議での点検・評価に加え、事業の進捗状況、現状、到

達点、課題について、施設担当事業部内で情報を共有化し、また今後の展開について継続して検討

していく。 

（４）個人情報保護に関して講じる措置 

   当財団では、施設利用者、単位互換授業の受講生（中間情報）及び京カレッジ受講生等の個人情

報を多量に有している。これまで、平成 13（2001）年 3 月に「個人情報保護規程」を策定し、個

人情報の適正な取扱いの確保に努めてきたが、平成 17（2005）年 4 月の「個人情報の保護に関す

る法律」の施行を踏まえ、規程を改正するとともに、個人の権利利益の保護及び財団事業の公正か

つ適正な運営を図るため、運用マニュアルを作成し、それ以降、周知徹底を図っている。 

なお、その運用に当たっては、文部科学省の「学校における生徒等に関する個人情報の適正な取

扱いを確保するために事業者が講ずべき措置に関する指針」や経済産業省の指針等を遵守しなが

ら、学生及び市民の個人情報の保護に努めている。さらに、全職員に対する研修を通じ個人情報の

適正な利用と保護に努め、併せて対策基準や遵守状況の継続的な点検評価、見直しを行いながら常

に改善している。 

 

（５）情報公開に関して講じる措置 

   京都市の出資団体である財団は、平成 15（2003）年 3月に市の「公文書の公開に関する条例」

に準じて「情報公開規程」を定めた。また、財団運営の透明化及び効率化の観点から、インターネ
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ットの活用も含め、一層の情報公開に努めた。 

 

（６）防災対策、非常災害時の対応、日常的な危機管理の方策 

   財団では、消防法第 8 条及び消防法施行令第 1 条の 2 に基づき防火管理者を置き、防火管理対

策、自衛消防活動、震災対策、警戒宣言発令時の応急対策、防災教育、訓練計画を記載した「消防

計画」を作成し、所轄消防署（下京消防署）に届け出ている。更に、この「消防計画」をより分か

りやすくした初動マニュアルを作成、毎年キャンパスプラザ京都の休館日に職員全員で実施する

総合消防訓練時に職員への周知徹底を図っている。 

本年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年度に引き続いて避難訓練・防災訓練の実

施を見送ったが、不測の事態や災害時に備え、消防署と連携するなど適切な管理運営を行えるよう

に努めている。 

2022 年度には、新型コロナウイルス感染症の影響により実施できていなかった総合防災訓練を

3年ぶりに行い、財団職員の防災意識の向上や、災害時の行動や委託業者や消防署との連携の確認

など、適切な管理運営に向けた訓練を実施した。2023 年度は、引き続き総合防災訓練を行うとと

もに、AED訓練を行うなど、訓練の充実に努めた。 

   平成 26(2014)年 3 月には、京都市から財団に対して災害発生時の一時滞在施設開設の協力要請

があったため、「災害発生時における観光客等に対する施設利用等の協力に関する協定書」を締結

した。このことにより、災害発生から公共交通機関が復活するまでの最長 3日間、帰宅困難者が休

憩宿泊する場所としてキャンパスプラザ京都を開放することとなっている。 

なお、平成 30（2018）年 6 月の大阪府北部地震における対応を踏まえ、一時帰宅スペースの開

放についても対応することとなり、令和元（2019）年度末に協定書の見直しを行った。 

また、京都市が主催する京都駅周辺地域都市再生緊急整備協議会・都市再生安全確保計画部会に

も部会員として参画し、京都市が実施する帰宅困難者対策訓練にも積極的に参加している。 

   日常的な危機管理としては、総務担当副事務局長を中心として、副事務局長以上によって以下の

事項について機動的に対応することとしている。 

・本財団実施事業にかかる事件・事故 

・施設管理にかかる事件・事故 

・発生した事件・事故に対する法的処理（法務対策） ※顧問弁護士とも連携 

また、施設や業務に起因するさまざまな損害賠償リスクに対して「施設所有(管理)者賠償責任保

険」や「昇降機賠償責任保険」、「情報漏えいプロテクター保険」等に加入し、万が一の場合に備え

ている。 

   

（７）ハラスメント等への対応 

   平成 26（2014）年 1月に「ハラスメント防止のためのガイドライン」を制定し、ハラスメント

に対する財団の基本姿勢を内外に周知している。また、平成 27（2015）年 1 月には、ハラスメン

ト防止に向けた関係者の責務やハラスメント行為が発生した場合の対応等を定める「ハラスメン

ト防止規程」を制定し、毎年度ハラスメント相談員を配置して職員に周知するとともに、相談員に

対し研修を実施している。 

また、誰もが安心・安全に、そして気持ちよく利用していただける施設運営を心掛けており、LGBT

をはじめとするセクシャルマイノリティーの人権についても当然ながら尊重し、性自認を受容す

る統一的な対応を、本財団職員だけでなく受付、警備等の委託業者にも周知徹底を図っている。 

 

 

（８）環境への取組 

   「気候変動に関する国際連合枠組条約の京都議定書」の主旨を踏まえ、地球温暖化防止のため
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CO２の排出量 6％削減に賛同し、施設では冷房温度を 28℃、暖房温度を 20℃に設定しているほか、

節水や節電、ごみの排出量の抑制を行っている。平成 23（2011）年度からは、全国的な電力不足

に対応して一層の節電に取り組んでおり、蛍光灯など管球類の LED 電球へ切り替え等を計画的に

実施した。今後も環境に配慮した取組に努める。 

 

３ 次年度以降の課題 

   2024年度は、引き続き快適な利用環境の安定的な提供を図っていく。また、2024年度に予定さ

れている学生 Place+のリニューアルを踏まえ、学生が利用しやすい施設のあり方を検討していく。 

   将来的な課題として、webによる予約申し込みについて、京都市と協議しながら実現可能性につ

いて検討していく。 

 

以上 



＜収入の部＞ （単位：円）

事業科目 予算額 決算額 増減

｢京都市大学のまち交流センター｣指定管理者委託事業収入 185,258,517 185,258,517

利息収入 0 440

雑収入 0 0

当期収入　Ａ 185,258,517 185,258,957

＜支出の部＞ （単位：円）

事業科目 予　算　額 決算額 増減

「京都市大学のまち交流センター」指定管理者事業費

講義、演習、会議等のための施設の提供及び管理費 172,542,642 162,514,759

　給料手当（専門職員） 5,464,641 5,550,200

　賞与（専門職員） 1,395,600 1,387,267

　通勤手当（専門職員） 260,350 301,850 内訳1

　法定福利費（事業主負担社会保険料、労働保険料） 1,216,545 1,203,921

　福利厚生費(健康診断料） 17,523 17,523

　旅費交通費（出張旅費） 2,000 0 内訳2

　通信運搬費（情報機器通信、電話料等） 2,946,890 2,862,397 内訳3

　消耗品費（事務用品費等） 3,170,000 2,048,395 内訳4

　修繕費（建物、設備機器等の修繕費） 8,674,133 6,160,165 内訳5

　光熱水料費（電気、ガス、水道代） 35,000,000 30,067,909 内訳6

　賃借料（AEDリース、マット・衛生用品等賃借料） 1,382,568 1,382,568 内訳7

　保険料（個人情報漏洩保険料、施設賠償保険料） 215,240 215,240 内訳8

　租税公課（収入印紙代、電波利用料） 3,200 2,800 内訳9

　業務委託料（清掃、警備、施設保守、受付業務料等） 110,447,241 108,971,359 内訳10

　支払手数料（振込手数料、口座残高証明書発行手数料） 131,421 127,875 内訳11

　設備造作 0 0

　什器備品（BF中央監視室ITV設備ﾚｺｰﾀﾞｰ(監視ｶﾒﾗHDD)更新） 2,215,290 2,215,290 内訳12

　リース債務 0 0

大学に関する情報の収集及び提供事業費 1,542,000 1,538,186

　通信運搬費（ドメイン名登録料及び管理料、郵送料） 5,921 5,181

　消耗品費（CDROM等記録メディア他） 3,074 0

　租税公課（収入印紙代） 400 400

　業務委託料（ホームページ保守費用） 1,532,605 1,532,605

豊かな地域社会の形成に関する調査・研究・人材育成事業費 11,106,496 10,201,986

　給与手当（専門職員） 2,343,971 2,247,485

　賞与（専門職員） 703,033 572,100

　通勤手当（専門職員） 120,360 120,360

　法定福利費（事業主負担社会保険料、労働保険料） 517,688 465,466

　福利厚生費(健康診断料） 9,273 9,273

　会議費（会議運営費） 0 0

　旅費交通費（出張旅費） 0 0

　通信運搬費（募集ガイド、DM発送料等） 801,000 704,030

　消耗品費（事務用品、コピー機ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾁｬｰｼﾞ料等） 0 0

　印刷製本費（募集ガイド、アンケート集等印刷費） 2,559,600 2,631,502

　租税公課（収入印紙代） 600 0

　補助金（科目開設補助金） 2,379,180 2,334,632

　業務委託料（出願受付・データ入力作業費） 1,661,506 1,107,898

　支払手数料（振込手数料） 10,285 9,240

当期支出　　　　　　　Ｂ 185,191,138 174,254,931

当期収支差額　Ｃ(Ａ－Ｂ) 67,379 11,004,026

前期繰越収支差額　　　Ｄ 4,613,342 4,613,342

次期繰越収支差額　(Ｃ＋Ｄ) 4,680,721 15,617,368

2023年度収支決算書
【京都市大学のまち交流センター指定管理者事業】

2023年4月1日～2024年3月31日



内訳　１

科　目 摘　　要 予　算　額 支　出　額 残　額 備考

円 円 円

給料手当 専門職員２人 5,464,641 5,550,200 △ 85,559

賞       与 専門職員２人 1,395,600 1,387,267 8,333

通勤手当 専門職員２人 260,350 301,850 △ 41,500

法定福利費 専門職員２人 1,216,545 1,203,921 12,624

福利厚生費 定期健康診断　検診費　（２名） 17,523 17,523 0

8,354,659 8,460,761 △ 106,102

令和５年度各経費決算内訳書



内訳　2

科　目 摘　　要 予　算　額 支　出　額 残　額 備考

円 円 円

旅費交通費 2,000 0 2,000

計 2,000 0 2,000

令和５年度各経費決算内訳書



内訳　3

科　目 摘　　要 予　算　額 支　出　額 残　額 備考

円 円 円

通信運搬費 2,946,890

Uniｖnet通信費 1,854,600 1,092,290

電話代 870,117 222,173

郵送料(郵送料・郵便切手代） 134,412 87,761

ＮＨＫ受信料 13,650 74,111

計 2,946,890 2,872,779 74,111

テナント（コヨーテ・学生祭典）からの電話代収入 10,382

計 2,946,890 2,862,397 84,493

令和５年度各経費決算内訳書



内訳　4

科　目 摘　　要 予　算　額 支　出　額 残　額 備考

円 円 円

消耗品費 3,170,000

トイレットペーパー 0 3,170,000

事務用品 287,752 2,882,248

サイボウズ　ソフトウェア保守ライセンス 65,780 2,816,468

ｳｨﾙｽ対策ｾｷｭﾘﾃｨ(ESET Endpoint Protection)ﾗｲｾ
ﾝｽ129台分

0 2,816,468

管球品類 1,265,000 1,551,468

トナーカートリッジ他 285,784 1,265,684

その他施設管理用消耗品（業務委託用PHS・Vベ
ルト等）

144,079 1,121,605

計 3,170,000 2,048,395 1,121,605

令和５年度各経費決算内訳書



内訳　5

科　目 摘　　要 予　算　額 支　出　額 残　額 備考
円 円 円

修繕費 8,674,133

1Fエントランスホール耐火スクリーン修理費用 550,000 8,124,133

2F第3会議室　HDMIプレート交換作業（5/25実施分） 14,850 8,109,283

3F男子トイレペーパーホルダー取替（6/19実施） 9,350 8,099,933

消防設備不良箇所(非常放送設備）改修(7/31実施） 42,350 8,057,583

消防設備不良箇所(厨房用簡易消火設備）改修（7/31実施） 60,610 7,996,973

西階段滴下音（漏水）屋上漏水修繕工事実施(9/25実施） 110,000 7,886,973

4F第3講義室 蛍光灯安定器交換 185,900 7,701,073

4F第4講義室 蛍光灯安定器交換 228,800 7,472,273

1F植栽散水栓　電磁弁取替作業実施 91,300 7,380,973

各階バリアフリートイレ（8か所）パッキン及び給水部品取替え（9/25実施） 152,416 7,228,557

消防設備不良箇所改修（BF駐車場泡消火設備一斉開放弁取替工事）(10/30実施) 232,870 6,995,687

BF駐車場システム機器　機器改修費（9/26実施） 121,000 6,874,687

各階バリアフリートイレ（8か所）バキュームブレーカー等取替え（10/30実施） 187,264 6,687,423

2F男性トイレLED化工事　洗面 鏡上下 122,100 6,565,323

4F男性トイレLED化工事 個室部分 101,200 6,464,123

6F回廊　間接照明　蛍光灯安定器交換 31,900 6,432,223

6F女子トイレ大便器フラッシュバルブ更新工事（12/11実施） 335,500 6,096,723

防災監視盤関係予備電池更新（2/26実施） 528,000 5,568,723

5F第4演習室ポータブルプロジェクタ修理（1/15実施） 121,000 5,447,723

4F第2講義室映像音響設備HDMIプレート交換作業（1/29実施） 14,850 5,432,873

4F第4講義室ＤＬＰ方式プロジェクターランプユニット交換作業（1/29実施） 125,400 5,307,473

1F女子トイレハンドドライヤー取替え工事（1/29実施） 150,205 5,157,268
ゴンドラ修繕工事（ワインダー装置オーバーホール・オブストラクションバー交換工事/ワイヤーロープ交換工事）（3/18実施） 1,705,000 3,452,268

1F女子トイレ目隠しスクリーン修理（2/26実施） 57,200 3,395,068

地下機械室冷温水ポンプPCH1-3不具合調査（3/18実施） 57,200 3,337,868

BF駐車場システム機器　機器改修費（3/18実施） 577,500 2,760,368

地下機械室冷温水ポンプPDH1-3ポンプ内部点検整備③ 246,400 2,513,968

計 8,674,133 6,160,165 2,513,968

令和５年度各経費決算内訳書



内訳　6

科　目 摘　　要 予　算　額 支　出　額 残　額 備考

円 円 円

光熱水料費 35,000,000

電気代 29,937,535 5,062,465

ガス代 1,967,844 3,094,621

上・下水道代 1,848,457 1,246,164

計 35,000,000 33,753,836 1,246,164

京都わかもの就職支援（電気・ガス・上下水道料金）回収 343,637

就職氷河期世代活躍支援（電気・ガス・上下水道料金）回収 215,439

放送大学（電気・上下水道料金）回収 2,270,350

コヨーテ（電気・上下水道料金）回収 439,093

KDDIの電気代戻り　R05度分 209,880

自動販売機の電気代戻り　R05年度分 207,528

計 35,000,000 30,067,909 4,932,091

令和５年度各経費決算内訳書



内訳　7

科　目 摘　　要 予　算　額 支　出　額 残　額 備考

円 円 円

賃借料 1,382,568

床マットリース料 225,852 1,156,716

AEDパッケージサービス料 64,680 1,092,036

便器洗浄器、便座クリーナ、消臭芳香器(薬剤込
み)賃借料

977,988 114,048

受付施設予約管理ｼｽﾃﾑ再ﾘｰｽ料（2024/2/1～
2025/1/31）　㈱JECC

114,048 0

計 1,382,568 1,382,568 0

令和５年度各経費決算内訳書



内訳　8

科　目 摘　　要 予　算　額 支　出　額 残　額 備考

円 円 円

保険料 215,240

施設所有（管理）者賠償責任保険・昇降機賠償責
任保険料

84,590 130,650

ｻｲﾊﾞｰﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ保険料 130,650 0

計 215,240 215,240 0

令和５年度各経費決算内訳書



内訳　9

科　目 摘　　要 予　算　額 支　出　額 残　額 備考

円 円 円

租税公課 3,200

業務連絡用ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰの電波利用料 2,800 400

計 3,200 2,800 400

令和５年度各経費決算内訳書



内訳　10

科　目 摘　　要 予　算　額 支　出　額 残　額 備考

円 円 円

業務委託料 110,447,241

清掃費 17,806,800 92,640,441

警備費 15,247,440 77,393,001

施設保守費(ビル） 13,008,600 64,384,401

情報・ネットワーク装置保守 16,130,400 48,254,001

廃棄物処理 700,700 47,553,301

受付案内業務 26,095,020 21,458,281

学生ﾌﾟﾗｽ運営業務委託 0 21,458,281

収納金業務（受付・派遣） 4,873,275 16,585,006

映像・音響装置 543,400 16,041,606

セコム機械警備 3,298,680 12,742,926

東芝エレベータ 3,880,800 8,862,126

空調機保守 3,635,940 5,226,186

受変電設備 501,600 4,724,586

電子交換システム 1,320,000 3,404,586

ゴンドラ装置保守 1,914,000 1,490,586

機械式駐車場保守 435,600 1,054,986

駐車料金徴収機械保守 495,000 559,986

施設予約管理システム保守 264,000 295,986

植栽管理保守 169,400 126,586

廃プラスチック廃棄物処理費等 450,076 △ 323,490

施設予約管理システムの改修（インボイス対応） 583,000 △ 906,490

駐車場システム機器　インボイス対応費 209,000 △ 1,115,490

駐車場システム機器　POSS端末月額使用料 55,000 △ 1,170,490

防火対象物点検の実施（9/15実施） 76,450 △ 1,246,940

特定建築物定期調査・建築設備定期点検・防火設備定期点検（2/19実施） 603,900 △ 1,850,840

簡易専用水道定期検査料　（3/1実施分） 2,750 △ 1,853,590

計 110,447,241 112,300,831 △ 1,853,590

費用回収分

放送大学（共益費） 2,570,064

京都市わかもの就職支援ｾﾝﾀｰ（共益費） 312,828

就職氷河期世代活躍支援ｾﾝﾀｰ（共益費） 237,228

コヨーテ（共益費） 209,352

計 110,447,241 108,971,359 1,475,882

令和５年度各経費決算内訳書



内訳　11

科　目 摘　　要 予　算　額 支　出　額 残　額 備考

円 円 円

支払手数料 131,421

EBｻｰﾋﾞｽ手数料・振込手数料・残高証明書発行手数料等 109,175 22,246

精算機釣銭用の両替手数料 18,700 △ 18,700

0

計 131,421 127,875 3,546

令和５年度各経費決算内訳書



内訳　12

科　目 摘　　要 予　算　額 支　出　額 残　額 備考

円 円 円

什器備品 2,215,290

中央監視装置　ITV設備レコーダー購入 2,215,290 0

計 2,215,290 2,215,290 0

令和5年度各経費決算内訳書


